



























































































 神戸鉄工所－イギリス人キルビー（Edward Charles Kirby, ?1883）



































































































1902 1905 1906 1908 1912 1915 1916 1918 1919 1920
三菱神戸造船所 7,000 12,000 ①9,000 ③9,500 16,000 ④7,000
②10,000
川崎造船所 6,000 ①7,000 ②9,000 ③18,500 ④gantry ⑤13,000 ⑥2,500
④31,000 crane
























福 井 幸 男8
表２ 三菱神戸造船所と川崎造船所の従業員数の推移
1896 1905 1913 1918 1919 1925 1936 1937 1941 1945
三菱神戸造船所 52 11,047 4,859 9,412 16,181 22,633
川崎造船所 1,809 8,196 12,538 12,538 23,120 27,682 12,155







































































































































































彼らは､ その持てる財力で､ 乾は御影（白鶴美術館の南)､ 内田は須磨
（現・天理教施設)､ 山下は熊内そして岡崎は須磨 (現・神戸市立須磨離宮













































東京市 横浜市 名古屋市 京都市 大阪市 神戸市
飲食店 化学 機械工具染織 雑種 特別
図２ 1920年の六大都市の工業の比較































































































































とくに1890年にはコレラが大発生し1095名の人命が失われた（安保 b, p. 54)。
初代神戸市長鳴滝幸恭はこの問題を最優先に市政に取り組んだ。1892年には
市会に水道事業調査委員会が組織され、資金調達方法をはじめ敷設調査など






















兵庫駅 1888 → ← 神戸駅 1874




















船設備の項目がある（神戸市水道局 a、p. 213) ことは興味深い。
千苅貯水池から、15 km南に新設の上ヶ原浄水場までを隧道、暗渠および
鉄管布設で､ 上ヶ原から奥平野浄水場まで送水管で送るものであった (神戸
















● 千苅基点－第12号隧道出口接合井（距離 8461.50m） 隧道・暗渠
● 第12号隧道出口接合井－上ヶ原浄水場（距離 6607.71m） 鉄管布設

































































































































福 井 幸 男26
図５ 高等商業学校の修業体系


















































































1899 1905 1910 1915 1920 1925
東京 8.819 7.804 7.837 8.746 15.419 17.917
神奈川 4.392 3.784 4.767 4.876 9.13 11.648
大阪 8.154 7.887 8.216 8.774 15.868 23.686

















福 井 幸 男30
表４ 多段階性（卸売金額/小売金額）
1899 1905 1910 1915 1920 1925
東京 2.713 1.983 2.839 3.567 8.237 3.872
神奈川 2.273 5.584 3.479 3.451 4.334 2.376
大阪 3.985 3.385 4.569 6.929 20.3 7.958
兵庫 2.66 4.376 3.496 3.973 8.427 3.83
(出所）表３に同じ
表５ 労働生産性（円）
1899 1905 1910 1915 1920 1925
東京 9003 7569 8740 8972 17402 9923
神奈川 8979 15634 11543 9549 9127 5948
大阪 9563 7322 11101 12429 36790 20001




















































福 井 幸 男32
図７ 東京高商の修業体系






























































































































































































































































































































































































































































































































































事例に―」『海港都市研究』Vol. 5, pp. 18192
吉原政義編 (1932)『阪神急行電鉄二十五年史』阪神急行電鉄株式会社
吉村愛子 ･神吉和夫 (2003) ｢明治期の民間会社による河川改修事業の計画と施工過程
湊川改修株式会社－」『土木史研究講演集』Vol. 23, pp. 4952
龍門社編 (1899)『青淵先生60年史第一巻 一名近世実業発達史』龍門社
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